特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年8月２２ 日47４号
里山農園再生のための打合せ会議　10人参加 みんなで話し合いました。　9月以降の作付について、ホウレンソウ、大根、ヒノナ、コカブ、聖護院ダイコン等がリクエストされました。イノシシの防護柵の設置は9月初めに設置が提起されました。話し合いの中では、サツマイモの取り入れごろにはコスモスが咲き乱れるのではないか、売ることが目的に栽培しているのではなく、作ることや栽培に力を入れている、種をまいてから10日間は水やりを当番制に取り組もう、イノシシ防護柵500ｍを設置した中で何を栽培するのか計画が必要だ、1・2号地が野菜に適していると思う、ジャガイモ栽培後に耕運機をかけようとおもう、　何よりも作業などをともに行ってくれる人どう確保するのかが大問題であるといった意見が出されました。
大村さんの体調について　ものが少しづつ食べられるようになってきた。階段の上がり下がりに膝が少々痛むだけです、と報告があった。
灯呂流し　50人が参加　作った灯呂25艘　今年は猛暑の連続です。関西以南は雨が降らず干ばつの危機となっている。京田辺市も全国有数の高温になる地域です。この日も朝から大変な猛暑が続いていました。昨年水止め堰が壊されてさんざんでしたので、工夫を重ねました。おかげで撤収する時も簡単に外すことができました。参加人数は昨年と同数でしたが、低学年の方々がたくさん来てくれました。また冷たい水に足が気持ちよさそうでした。連日の猛暑続きの中でしたが水面の風に涼を感じました。
7月の会計報告　　　収入87860　　支出76002　　差引残高11858　　
　総残高　四月当初1794527　七月末残高1789467
7月末の会費未納入者は８４名でした。8月20日現在67名に到達しています。できるだけ早く納入をお願いします。
秋から冬への展示発表会の計画　　今年の展示発表会は城陽市の緑化まつり（10月20日）、京田辺市民文化祭（11月2・3日）京田辺市せせらぎ祭り（11月9・10日）、大阪市自然史博物館バートフエスタ（11月16・17日）、山城地域交流フエスタ（11月24日）、府環境フエスタ（12月14・15日）、里山展（2月25日～）と続きます。本会の展示企画案は、山城大水害60周年連続3回講演会、木津川読本・木津川はどんな川（カヤネズミの発見、河床低下、イタセンパラ、植物、魚類・・）、里山農園、オオムラサキの調査観察、カヌーの碑建立と大阪湾への川下り等について発表可能です。
昭和25年度京都府地域力再生プロジエクト事業交付金の交付決定が届く　16日に到着しました。前号でも申請内容の説明を行ってきましたが、いよいよ交付金の決定が届きましたので本格的な事業推進となります。24日及び31日には木津川読本の打合せ会を開催し、発行の目的や内容補強についての受け持ち分担等について話し合います。過日の里山農園部会でもイノシシ防護柵の設置について討議を深めていただきました。炭焼き釜の雨天対策についても除草作業や整地についても検討が始まっています。
第2回理事会　8月28日（水）午後2時から京田辺市中央公民館　会議室で　2013年度前半事業の振り返りと中間総括を行い、後半の事業の展開について議論を行います。
木津川カヌーの碑　建立工事日を26日に行い、碑除幕式（9月8日）の記念講演を髙木不折前名古屋大学教授に決定しました。
参加者募集　　　第17回里山講演会　8月31日（土）1時30分より5時まで
城陽市男女共同参画支援センター　京都生協南隣（城陽中学前）
演題　植物から暮らしを見つめる「植物と暮らし」龍谷大学名誉教授　江波和幸　氏
報告　「木津川読本木津川はどんな川」から　　「水質」「河床低下」「植物」
木津川河川レンジャー　山田信人 田中実知世 山村武正
呼びかけ　　近年は気候のすさまじい変化があります。城陽郵便局や文化パルクへの水害の発生、宇治市では弥陀次郎川の洪水発生と続きました。山形や岩手県でも東京の真中でも異常な豪雨が発生しています。現代の様相は自然界だけではなく人間社会でもブレーキ無しの原子力発電所を動かし大事故を発生させています。いま、日本社会は正常な動きや流れ方をしているのでしょうか。私たちは異常な社会の在り方から正常な社会を取り戻さなければならない時期を迎えているのでないでしょうか。そのためにも足元をしっかり見つめなおし自然から大いに学ぶ必要に目覚めなければならないと考えます。私たちの故郷・山城の真ん中を流れる木津川はそのもっともな教科書ではないでしょうか。ここに生育している植物は917種で絶滅危惧植物は27種が生育しているのです。彼らは特殊な植物ではなくて数十年前まではどこにでも生えていたごく一般的な植物だったのです。資本主義の発達とともに産業形態の発展？と共に今日ではメダカまでが希少生物とされウナギまでもが食べられなくなる社会へと大変化をしています。そして命の水は強力なフイルターによって洗浄しなくてはならなくなっていますし、春には多くの人がマスクを掛けなければ大気と接することができない世の中になっています。こうした原因やこれからどう生きなければならないかなど、植物を通じて学びあいませんか、 ご参加をお待ちしています。

